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研究成果の概要（和文）：各地でサスライアリ亜科非軍隊アリ種のコロニーを採集し、その構成や餌内容、繁殖
の周期性、カスト分化程度を明らかにした。働きアリ数はCerapachys属で数百個体を超えるものが数種含まれて
いたが、他の属ではいずれも100個体未満で、軍隊アリと比較して著しく少なかった。多女王制が少なくとも７
種あり、この点でも軍隊アリと著しく異なっていた。Lioponera属はいずれの種も非周期性繁殖種で、ほかの種
はすべて周期性繁殖であった。餌への特殊化は多様で、アリ類専門家とともに広食種もいた。コロニーサイズが
小さな種は単独で、大型の種では集団採餌をおこなった。

研究成果の概要（英文）：Colony composition, prey menu, reproductive cycle, caste differentiation and
 foraging behavior were investigated for non-army doryline ants in southeast Asia. Colony size 
varies from 20 in most species to more than 1000 workers in a few species of Cerapachys. At least 
seven species containe polygynous colonies. All species of Lioponera showed non-cyclic reproduction 
whereas other species showed cyclic reproduction. Prey specialization varies species to species: 
some Cerapachys species fed on various different kind of arthropod while Lioponera and some other 
genera accepted ant brood only.

研究分野：昆虫生態学

キーワード： 集団行動　餌　周期性

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
熱帯や亜熱帯に分布する軍隊アリの仲間は、コロニーサイズが巨大であることから捕食者として重要であるだけ
でなく、その洗練された集団採餌行動や巣の移動等、自律的な行動の機能やその機構を理解する上で重要なグル
ープである。本研究では、軍隊アリに近縁な複数の属の行動や習性を、特にコロニー構成や採餌行動、繁殖の周
期性に注目して、明らかにした。これらの比較から軍隊アリ的習性の進化を検討するが可能になった。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 “真の軍隊アリ”とよばれる、サスライアリ、ヒメサスライアリ、グンタイアリの仲間は、 
かつてはそれぞれ独立の亜科とされていた。いずれも、コロニー内に数万個体から百万個 
体の働きアリを含み、捕食性が強く、熱帯の陸上生態系において重要な役割を果たしてい
る。働きアリは集団で採餌し、顕著な女王―働きアリ間多型、女王による集中産卵と幼虫
の同調的成長、幼虫期の頻繁な巣の移動、アリ類をはじめとする社会性昆虫への専食など
アリ科のなかで極めて特異な行動学的・生態学的特性をもつことが知られているが、コロ
ニーサイズが巨大なため室内での詳細な観察や操作実験は困難を極めること、および比較
可能な“軍隊アリ”ではない種群が不明であることなどから、これらの形質の進化と意義お
よびそのメカニズムについては謎が多い(Kronauer 2009)。最近の分子系統学的研究から、
従来クビレハリアリ亜科とされていたアリの一部の種と真の軍隊アリが姉妹群であること
が明らかとなり (Brady et al 2014)、クビレハリアリ亜科と真のグンタイアリ3亜科を統合し
てサスライアリ亜科とされた。そのため軍隊アリ形質の進化や意義を明らかにする上でか
つてのクビレハリアリ亜科の行動や生態に関する知見は極めて重要である。  
 
２．研究の目的 
 東南アジア各地で徹底的にクビレハリアリ類を探索し、様々な種のコロニー構成、アリ
専門食程度、女王―働きアリ間のカスト差、同調成長の有無、集団採餌行動など、軍隊ア
リ的形質や超個体性に関わる形質を調査し、これらの系統上の形質分布を明らかにする。
特に“真の軍隊アリ”と近縁である、Cerapachys sulcinodis をふくむ C. jacobsoni 種群、
Yunodorylu属、Chryspace属に注目する。この2種群に関して、野外および実験室内で詳細
な観察と実験により集団採餌、一斉産卵、同調成長の意義とメカニズムを明らかにする。
これらの結果から軍隊アリ症候群の進化に関係する形質や生態的背景を検討する。 
 
３．研究の方法 
 東南アジア各地において徹底的にクビレハリアリ類を探索し、様々な種のコロニー構
成、アリ専門食程度、女王―働きアリ間の形態学的カスト差、雄の形態学的特殊化の程
度、同調成長の有無、採餌様式など、軍隊アリ形質の状態を調査し、系統樹にマッピング
することで、軍隊アリ形質の進化のプロセスを明らかにする。特に“真の軍隊アリ”と近縁
である、Cerapachys sulcinodis をふくむ狭義の Cerapachys属、Yunodorylus属, Chryspace属
に注目する。C. sulcinodisとYunodorylusをモデル種として、野外と実験室内で詳細な観察と
実験により集団採餌、巣移動、一斉産卵、同調成長意義とメカニズムを明らかにする。  
 
４．研究成果 
 マレーシア、タイ、ベトナムなどで Cerapachys属、Yunodorylus属, Chryspace属を中心にク
ビレハリアリ類を探索し、合計 5属 18種のコロニーについて調査するとともに、Cerapachys 
sulcinoides種群、C. sp. (jacobsoni-gp)と Yunodorylus eguchiiについては特に詳細な観察を実
施した。主な結果は以下の通り。 
（１） コロニー構成：Yunodorylus属は野外で完全にコロニーを採集することはできなか
ったが、野外での採集状況から数千個体程度のコロニーを作るものと予測された。
Cerapachys属の一部の種でコロニーあたりの働きアリ数が 1000個体を超えたが、
ほかの大部分の種では 100個体以下の小型コロニーを作る種であった。女王の形態
は、一般のアリで見られる有翅女王種とともに、無翅女王種が Cerapachys属, 
Yunodorylus属, Parasysia属で見出された。このうち、Yunodorylus属 2種の女王の
形態は、真の軍隊アリのように繁殖期に腹部が著しく肥大するタイプであったが、
特殊化の程度は真の軍隊アリほどではなく、subdichthadiigyneとして、その形態的
特徴を記載した(Eguchi et al 2016; Satria et al 2018)。コロニーあたりの女王数は、
Yunodorylus属では単女王制であったが、他の属では種によってことなり、多女王
制も多くの種で見られた。 

（２） カスト分化程度：働きアリの卵巣小管数は、Cearpachys属の 1種を除くと、おおむ
ね 2 本（１−１）であったが、女王アリの卵巣小管数は多様で、Lioponera属では 4
本（２−２）であり、有剣類の基本数である 6本よりも縮小していた。 Cerapachys 
属では種によって異なり 8本から 40本程度までみられ、おおむねコロニーサイズ
と対応して女王の卵巣小管数は増大していた。 
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（３） 周期繁殖：真の軍隊アリのうち、新熱帯のグンタイアリ属や旧世界のヒメサスライ
アリ属では、周期的な産卵と幼体の同調成長が知られている。この周期と採餌行動
の頻度や巣の引越し行動が同調しており、真の軍隊アリの重要な生態的特徴の一つ
である。野外の幼体の構成や室内飼育下での幼体構成の動態から、周期繁殖の有無
を検討したところ、Lioponera属に含まれる 4種はいずれの種も非周期繁殖種で、
Cerapachys属、Yunodorylus属、Chryspace属、Parasyscia属はすべて周期繁殖種で
あった（図１）。Lioponera属のうち、L. suscitataについては約４か月間にわたっ
て幼体構成の変化を調査したとこと、コロニー内には常に卵・幼虫・蛹が含まれ、
女王アリは週あたり２〜６個の卵を継続的に生産していた。L. suscitata 種群の非周
期的繁殖について、論文にまとめ公表した（Ito et al, 2018）。日本産の Lioponera
属であるクロクビレハリアリでも同様に非周期的繁殖で、この繁殖様式は
Lioponera属に共通して見られる特性の一つであると考えられる。 
 

（４） 食性：Cerapachys 属の中でもコロニーサイズが大きい C. sulcinoides種群と
Yunodorylus属は、室内実験下では、アリ類の幼体とともに様々な節足動物を餌と
して利用する広食性捕食者であった。前者については野外でも多様な節足動物を捕
食する場面が観察されている。一方で Cerapachys 属のなかでもコロニーサイズが
小さい種や、ほかの旧クビレハリアリ亜科の種はアリ幼体の専門食者であった。 

 
 

（５） 採餌様式：Cerapachys sulcinoides種群についてはタイにおいて野外で詳細な観察を
実施した。本種群は 11 月〜3月の乾季には温度湿度共に雨季と同様な時期がある
にもかかわらず採餌活動を一切おこなわず、巣外の活動は雨季にのみ観察された。
これは乾季にはコロニー内に幼虫が一切いないためであると考えられた。本種群は
完全な昼行性で、雨季の間、採餌は日中だけに観察され、日没後の採餌行動はごく
稀にしか行わなかったこれらの採餌活動の日周性と季節性についてまとめた論文を
発表した（図２、Mizuno et al 2019）。Cerapachys sulcinoides種群は、採餌の際、ほ
ぼ常に集団で出巣したが、コロニーサイズが小さい Cerapachys sp.では単独で出巣
し、餌を発見した時に巣にもどり巣仲間を動員していた。 



図２ 雨季
と乾季の日
周活動。
Mizuno et 
al (in 
press)よ
り。 

（６） 女王の行動：C. sulcinoides種群と Yunodorylus属の女王は、働きアリが産卵する栄
養卵専門食者であった。C. sulcinoides種群 2種４コロニー女王 21個体について、
合計 293時間にわたって行動を観察したところ、働きアリが 349個の栄養卵をう
み、そのうち 173個が女王によって摂食された。女王アリは栄養卵以外一切摂食し
なかった。Yunodorylus eguchiiの２コロニー女王 2個体について、合計 138時間に
わたって観察したところ、合計 318個の栄養卵が働きアリによって産下され、その
うち 89個が女王によって摂食された。C. sulcinoides種群と同様に女王アリは栄養
卵以外一切摂食しなかった。 
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